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　2021年初に半導体不足が報じられるなど、世界的に
半導体の需要が高まっています。半導体は「産業のコメ」
とも呼ばれ、家電、自動車、通信機器のほか、IoT、AI向け
など幅広く利用されています。20年は５Ｇの本格稼働が
進んだことや、巣ごもり、リモートワークの広がりを背景
に、家電、PC、データセンター向けなどの需要が高まりま
した。その中で、20年夏以降、世界経済の回復に伴い自
動車の生産が急回復、自動車向けの半導体需要が急増し
ました。結果、半導体の供給が追い付かなくなり、一部自
動車メーカーでは生産調整が行われるなど、半導体不足
が顕在化しました。
　日本の貿易統計をみると、新型コロナウイルス感染拡
大の影響で20年の輸出額は前年比▲11.1％と大きく落
ち込みましたが、その中でも半導体等電子部品は同＋
1.8％、半導体等製造装置は同＋2.0％と前年を上回る輸
出額となりました。また、生産動向をみても、半導体関連
の電子部品・デバイス工業の生産指数は20年５月を底に
急回復、21年１月は過去最高の水準となりました（資料
１）。このように半導体の輸出、生産は堅調に推移し、製造
業回復のけん引役となっています。

　2021年も半導体需要は高水準が見込まれています。世
界の主要半導体企業30社で構成されるSOX指数（フィラ
デルフィア半導体株指数）は、20年から21年にかけてアメ
リカの主要株価指数であるS&P500指数を大きく上回るパ
フォーマンスをみせるなど、半導体需要の高まりや今後の
成長期待から堅調に推移しています（資料２）。また、WSTS
（世界半導体市場統計）によると、21年の世界半導体市場
は前年比＋8.4％と拡大、過去最高額になると予測されまし
た（資料３）。
　このように、コロナ禍が続く中、引き続きリモート需要が
見込まれるほか、５ＧやIoT、AI向けの先端技術需要など、半
導体需要は底堅いものが続く見込みです。今後も世界経
済の回復を半導体がけん引していくことが期待されます。

コロナ禍で需要急増の半導体

2021年も堅調な推移が見込まれる半導体市場

資料1 鉱工業生産指数の推移（季節調整値）

�(出所)経済産業省「鉱工業指数」より第一生命経済研究所作成
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資料2 SOX指数、S＆P500指数の推移(2020年1月2日＝100)

�(出所)Bloombergより第一生命経済研究所作成�
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※2021年3月3日まで

資料3 世界の半導体市場予測（2020年12月時点）

�(出所)WSTS「2020年秋季半導体市場予測」より第一生命経済研究所作成

 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

（100万ドル）

※2020年、21年は20年12月時点の予測
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